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【アカバネ病の症状】 

ウイルスが感染した妊娠牛は流産のほか奇形（関節わん曲、内水頭症、体型異常など）子牛を

分娩します。流産は夏頃から、奇形子牛の分娩は晩秋から翌春にかけて起こります。 

また、近年子牛が生後感染し、運動失調や起立困難などを発症する事例が報告されています。 

 

 

吸血昆虫が活動を始める前、６月頃までにアカバネ病ワクチンを接種しま

しょう。詳細は担当の獣医師にご相談ください。 
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アカバネ病は吸血昆虫によって媒介されるウイルス性の感染症で、牛

に死流産や異常産を引き起こします。 

令和元年度の抗体保有状況の調査において、南信州地域でアカバネ

病ウイルスの抗体価の上昇が確認されました。 

また、隣接県においても複数の農場で本病抗体価の上昇が確認され

ており、アカバネ病の流行が危惧されます。 

【伝染病を農場に侵入させないために】 

 ●農場専用の長靴や服を用意しましょう。●消毒を徹底しましょう。 

 ●車両消毒を徹底しましょう。●関係者以外の立入りを禁止しましょう。 

 ●海外旅行時に海外の畜産施設に近づくことはやめましょう。 

問い合わせ・連絡先 長野家畜保健衛生所 保健衛生課・防疫課 

電話：026-226-0923 ﾌｧｸｼﾐﾘ：026-227-2665 E-mail：nagakachiku@pref.nagano.lg.jp 

消毒は伝染病予防の第一歩 

まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

アカバネ病の発生が心配されます 

予防ワクチンを接種しましょう！ 


